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年次総会

煙次週予定

ご夫人誕生日

１１月２６日 武井 宏子

１１月２７日 渡邊 順子

１２月１日 山本由紀子
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第２０回 １１月２５日

会員総数………………４３名
出免会員………………４名
出免出席………………２名
出席会員………………３４名
出席率……………８２．９３％

第１７回 １１月４日

出席会員………………３３名
メイクアップ…………２名
修正出席率………８０．９５％

焔 本日臨時理事会を開催し、来年４月１１日開
催のＩＭ実行委員会の組織・実行委員と、来
年度開催の５０周年実行委員会組織と各委員長
案を承認致しました。

１）砂川ＲＣより例会変更のお知らせが届いて
おります。１２月１６日夜間例会のため１８時３０分
に変更、１２月２３日法定休会、１２月３０日クラブ
指定休日。

ゲスト
（財）そらぷちキッズキャンプ

事務局長代理 佐々木健一郎様

創立５０周年記念式典実行委員会
平井実行委員長

先般、私がクラブ創立５０周年記念式典の実行
委員長に指名されお引き受けすることになりま
した。もとより高齢に過ぎる私にとっては不似
合いのポジションと思いますが、会員皆様のご
指導ご協力のもと、責務を果たすべく努めて参
りたいと思います。
実行委員会の早期立ち上げも望まれておりま
すので、この程５０周年準備委員会の方々と協議
の上、実行委員会の役員と委員長を先ず選出さ
せて頂き、本日の臨時理事会にてご了承をいた
だきました。その任に色々ご意見もあろうかと
思いますが、曲げてご了承くださるようお願い
します。なおクラブ全会員による実行委員会構
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成は後日改めて発表させていただきます。どう
ぞよろしくお願いします。

＝留萌ＲＣ創立５０周年記念式典実行委員会＝

実行委員長 平井 誠治
副実行委員長 渡部 英次・澤田 茂
式典幹事 高田 潔
式典ＳＡＡ 中出 敏彦
総務委員会 委員長 清水 陞

副委員長 対馬 健一
登録委員会 委員長 田中 公一
記録委員会 委員長 鈴木 康伸
式典委員長 委員長 高田 潔
会場委員会 委員長 河部 勲
記念事業委員会 委員長 佐藤 潔
接待委員会 委員長 中川 勝美
…………………………………………………
２００９～２０１０年度ＲＩ２５１０地区

第１グループＩＭ（仮称）実行委員会

日時 平成２２年４月１１日（日）
場所 留萌産業会館

ガバナー補佐 田中 公一
ガバナー補佐室長 清水 陞
クラブ会長 対馬 健一
クラブ幹事 中出 敏彦
実行委員長 河部 勲
副実行委員長 二ノ宮清信・鈴木 康伸
ＧＳＥコーディネーター 西谷 英樹
ＳＡＡ 久木 隆生
会計 松崎 裕二

＜委員会構成＞
総務委員会
委員長 森 俊二
副委員長 串橋 伸幸
委員 清水 陞・中川 勝美

大嶋 孝広・西谷 恭治
登録委員会
委員長 清水 陞
副委員長 森 幹雄
委員 平井 誠治・越野 俊興

澤田 茂・佐藤 潔
佐藤 寛明

会場委員会
委員長 西谷 恭治
副委員長 高田 潔
委員 関野 政人・齋藤 清藏

山本 讓二・原田 功
明澤 正樹・吉田 清治
松田 宏幸・宮尾幸之助
斉藤 敏夫

接待委員会
委員長 中川 勝美
副委員長 渡邊 裕久
委員 行徳 幸治・遠藤 光一

佐藤 喜一・松村 孝二
武井 哲・角 隆巨
佐々木 繁・古野 晃洋
高橋 理佳

国際委員会
委員長 大嶋 孝広
副委員長 西谷 英樹
委員 渡部 英次・深瀬 晏男

・・そらぷちキッズキャンプ募金下期もご協力お
願いします 対馬会長
・・来年４月に開催予定のＩＭ実行委員会を発表
しました よろしくおねがいします

河部会員
・・事業物件完成しました 関野会員
・・本日ワールドワン１０周年を迎える事が出来ま
した クラブ会員にも支えていただきありが
とうございました 西谷（英）会員
・・マージャン大会準優勝 大嶋会員
・・マージャン大会１位 森（俊）会員

前 回 ４６０，０００円
今 回 ２１，０００円
累 計 ４８１，０００円

第１９回 １１月１８日（水） 天候/雪
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「そらぷちキッズキャンプについて」

そらぷちキッズキャンプ
事務局長代理 佐々木健一郎様

本日はこのような
場でお話をする機会
をいただき、誠にあ
りがとうございます。
会長さん並びに関係
者の皆様にお礼を申
し上げます。本日は
私どもの財団の事を自己紹介を兼ねてお話をさ
せていただきます。
一般財団そらぷちキッズキャンプですが、皆
様のお手元に配付している資料の中に代表理事
の言葉と役員が紹介されています。役員の名簿
を見ていただくと少し財団の事を解っていただ
けると思います。評議員には渡邉ガバナーにも
入っていただいており、実質経営陣として理事
が８名います。代表理事が東京聖路加国際病院
の小児科医でもある細谷亮太ドクターが務め、
その他東京では東京農業大学の園芸療法の教授
など大学関係者もおりますし、地元でいきます
と、医師会の会長さんや市立病院の院長さんや
看護部長さんなどにご協力をいただいている組
織でございます。その組織の事務局長代理です
ので、私は現場の走り回り役で言葉を聞いてい
ただければ分かるように出身は大阪でして、３
年前に妻共々滝川に移住をしてきたばかりでご
ざいます。北海道の冬もまだようやく２回越え
たばかりで、また今年も３回目の冬がくるのか
と思うといやになってしまいます。
私がこのそらぷちキッズキャンプの難病とた
たかう子供達の為の自然体験施設プロジェクト
に関わり始めたのは、もう１０年位前になります。
それは私が造園コンサルタントの仕事をしてお
り、病院の庭とか公園、バリアフリーの公園、
ユニバーサルデザインのブランコとか滑り台の
ある公園、北海道で言いますと、大通り公園や
滝野すずらん公園等の公園を設計、イベントを
企画したりという仕事をしておりました。その

中で、研究の一環としてアメリカに視察に行っ
た時、ハリウッドスターのポールニューマンさ
んが私財を投げ売って難病の子供達のための
キャンプ場を作られているのを見て、施設もす
ばらしかったのですが、やはりその自然の中で
癒される子供達の笑顔とか、家族の癒された顔
とか、ボランティアの人々がイキイキとして
やっている様子とか、その様な光景を見まして
私も、日本の中にこの様な施設を作りたい、そ
れが北海道で作れれば一番良いと言うことで動
き出しました。
難病の子供達のための診療所付自然体験施設
「そらぷちキッズキャンプ」皆様の中にも、も
う既にご承知の方はいらっしゃるとは思います
が、わが国には小児ガンとか心臓病など、難病
と戦っている子供達が２０万人いると言われてい
ます。小児科のドクターのお話を聞きますと、
毎年２００人の赤ちゃんが生まれるとすると、そ
の中の１人の赤ちゃんがどうしても病気を持っ
て生まれてしまう、先天性の病気を持って生ま
れてしまう確率だと言っておりました。２００人
の内の１９９人が自分の子供とか孫であれば良い
のですが、どうしても１９９人の中に入れなかっ
た１人の子供、その１人の子供を支援したい、
その親御さん達の支援をしたいと思って進めて
おります。想像していただければわかると思い
ますが、この子供達、抗がん剤・放射線治療を
受けて入院生活を送っていますが、帰れても家
族と１泊の外泊とか、そういう行き来のみの生
活をしているようです。その中で、家族も苦し
みながら生活をしておりますが、彼ら子供達の
夢は外で遊びたいというのが夢だそうです。外
で遊ぶという事は我々子供の時には当たり前の
事であったものが、それが夢だと思っている子
供達がいるとすれば、私達が大好きな自然と緑
の中で叶えてやれないかを考えたわけです。こ
の丸加高原で夏キャンプ・冬キャンプを行いま
したが、この風景は丘があり、緑があり、北海
道では当たり前と思われますが、都会の人間に
すればスイスかカナダのように見えて、子供達
もその家族も、このキャンプで心も体も癒され
て帰って行く、そういうキャンプでした。
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第１９回 １１月１８日（水） 天候/雪

この自然の中に安全で楽しく過ごせるような
施設を作りたい、安全な医療体制、ボランティ
ア体制、プログラムの体制、そういう物を作っ
ている途中と考えていただきたいと思います。
我々２００４年からそらぷちキッズキャンプを造
る会という物を作って活動して参りました。地
元滝川でテストキャンプをやる中で、マスコミ
に取り上げていただいたり、自分達もどういう
物を作っていくべきかという事を検証していっ
た次第であります。アメリカのキャンプ、ポー
ルニューマンのキャンプとも連携していく中で、
２００６年に１億７千万円の寄付をユニチャームの
創業者でもある高原慶一郎さんからいただいた
事で、２００７年から工事が始まった次第です。
ようやく２００８年に法人化をして、２００９年度の
今年、皆様にも見ていただけるような施設にな
りました。来年の工事が終わると本格的な開園
となるように計画しております。２００９年度２月
には北海道の方から公益財団法人として認定を
いただく予定です。
事業計画を少し言いますと、キッズキャンプ
の夏・冬休みに１週間くらい子供達を預かって
キャンプをする。例えば、羽田空港で看護師ボ
ランティアが親御さんから子供を預かって１週
間後に羽田空港に返すという様な事をやってい
ます。子供達には最高の１週間であり、親御さ
んや兄弟にとっても癒しの時間になると聞いて
います。やはり毎日の介護の疲れを少しでも癒
せればという事が大事だと思います。次は北海
道が中心になると思いますが、週末の家族キャ
ンプ（金土日月）とこの施設を使って家族で癒さ
れてほしいと思いますし、子供を亡くされた親
御さんや家族の悲しみを癒すキャンプもやって
いく予定です。
また、施設の貸し出しでは常設キャンプ場で
すので、難病のキャンプをやっていない時は北
海道内の福祉施設の方、一般児童の方を含めて
使っていただきたいと思っております。
１６ヘクタールの土地を滝川市さんより無償で
いただきました。その内牧草地や森のある所に
今施設を作ったり、キャンプ場を作っておりま
す。森の案内所、自然観察の森、医療棟などの

工事が終わり、来年度は食堂とコテージ、浴場
棟を建てる予定です。この施設建設費について
は何とか集まりましたので来年度工事が出来る
と思っています。それ以下、体育館とか小劇場
などは運営費がかかりますので、運営費の安定
的確保ができる様になってから、施設を建設し
ていく予定です。子供達は内臓疾患がメインで
すので、身体障害が出て車イスだったり、足が
無かったりするものですから、一部では夜には
ずっと点滴を付けていなければならない子供な
ど、下半身を取ってしまって人工肛門の子供な
ど、急遽吐血して北大病院に搬送される子供な
ど、子供達も戦いながら夜はけっこう大変な状
況であります。しかしプログラムではこのよう
な笑顔を見せてくれます。
そらぷちキッズキャンプはまだまだ知られて
はおりません。皆様のネットワークで、一人で
も多くの方にこのようなプログラムがある事を
知っていただけたらと思っております。北海道
の中でもまだこのプロジェクトが知られていな
い所がございます。よろしくお願いします。そ
らぷちキッズキャンプにはそれ以外に、ボラン
ティア会員登録や、そらぷち募金箱の設置協力
などがございます。全国のドラッグストアに設
置協力をいただき、日本チェーンドラッグスト
ア協会という所があり、北海道で言えば、ツル
ハとかサツドラさんで、東京ではマツモトキヨ
シさんなど１万３千店舗にこの募金箱を置かせ
ていただいています。１万３千店舗ですので１
つに１万円で１億３千万円になると皮算用もい
たしておりますが、現在では１～２千万円程度
の募金となっております。施設建設費が集まっ
ておりますので、これらは施設運営費がきちん
と出来る仕組みを作らなければなりません。

（次週に続く）


